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った様に思われる。更にその発生箇所が貨物船の停泊地である!-Jj:~専を総合し

て見る と， 恐らく貨物船によって運ばれて来たものではなかろうか と考えら

れる点が多い。 それが発生したと言う 19J8年頃の当時:を回顧する と， 恰!主

ト!路戦争が終り FI本海経由の北海道小将と大辿との輸送航路が開通する様に

なってからの事である。この貨物船は一旦大辿港口で停泊するのてザ北海道l主

毘ギriの胞子がこの航路の貨物船のJiY.jl志な りに附着したまま逆ばれたものが大

J!lli住口の従壁に{悶々jE生，発生したと汚える専1が適切の様に考-えられる。 1111

ちli布の生育i也として例外的なものとして考えられている大i!主任.の米泌を北

海道より連ばれたものと見倣し作るならば問題け:jij!(:決される包

その生育に就いては従来のWri主流の知男ではその発訂条f'I:も不充分であ

るが，遼東半島(大jili-持)の海泌相からも，亦沿岸流の調1主からも明らかで

ある如く冬季特色があって }， u部~. ;m;借地区を構成 し， 冬季は北上して来る夏

季沿岸流に代って旅Ii国黄金台下附近に発生する内部亜寒流発生し，山東半島

角へ向って南下する沿岸流が現出するので，見ギjJの発生する時苧に1il5合よく

その生育条件をもたらすものである。

遼東半島のr.ì岸一 i\l'は泥上多きため自然発生は少なく僅かに込石(~，~vc.見

られ，亦旧縁西1距IIIJ波J1:易bに生-Cjするのが見られたが，長五凶盟IUJ波止場のも

のは比較的媛形で柴質も持く生行は良好なものではなかった。冬f12f遼東半砧

より山東半島角へ向って南下する~)~~流により知!台(芝宋)港口にあるー小島

たる無人島に発生していた事がI~i和 16 年頃始めて判明したのが， ・ 只今の処

11ftーの自然発生地であろう。

昆布の生育からも述べられる引は，遼東半島沿岸の海藻相V士山東半島の

治岸と関係を有し朝鮮西海岸とは余り |刻係は見られない。恐らく朝鮮西海岸

を流れる沿岸流は遼東半島の伯作へは述せず，~H時緑江の流水に遮えられて

居る様に考えられる。 (新潟大t11王~11\l1ム部生物fþ数室)

F HITRClf 数授 Wf < 

“The Sructure and Reproduction of the Algaeη(1935， Vol. 1 ; 1945， Vo!. 2) (器製

d二構造と生植)の著者と して知られるロン ドン大坐名手宇教授 F.E. FRITSCH氏は昨年5月

23日75歳で長逝された。 1911年から 1948年までロン ドン大役 QueenMal:y Collegeの

泌物単科主任，晩年1949年から 1952年まで LinneanSocietyの会長であった。上記の著

書は永く古典として残るべきili-e ， 戦後第 2巻の出版を知った祭完封~.i言、南力日大学:の Di¥WSON
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博士の好意により岡村先生の日本海藻l誌と交換に新本を贈られたが，それを手にしたl時η

歓喜は今も忘れられなし、。その後人の依願で佃i陥などについてお尋ねの手紙を出したその

返古宇はペンで認められ婦人のよ うな優しし、IJ、さい文字であったことを思出すo "Nature" 

(174: 4424) に PRINGSHEIM氏のと MARGEI~Y KNIGHT &..び LILYNEWTON 両次史述名

の哀悼文がn武っている。 (日寺岡 郎)

新著紹介

ドラヲエ γ ト及びデェイリ ー冶.

球形藍藻 ~1î の一覧
F. D;<OUET and W. A. DAlRY : A Synopsis of toe Coc<:oid Myx::>poyce'le. 

(But. Univ. Bot. Stud.， Vol. 10， 1952， pp. 220-223) 

オ主主!+;，~両氏が泊去 10 年間に野タ|よりの拐~i.F品/立び欧米谷地の l階耳在庫からの多数の球

形腹部Itrlの標本により ， 現在迄に分~i命名Jニに発表された 1000 余の原標本を再検討' した

結果を互主的発去されたものである。 木苫-には3科 29種 4品種(内 1新科，11新結合極，1 

Stat. nov.， 3新品種}が記匂・され， 'r'l :~及ひ.箆は形態き!:上の主な性質によ り検索表によって

分Iお列記されている。 なおヌf;:研究の#・車11よ他の論文に発表されてt る。

本"ic1f1こ3己匂された千千々 を簡単に列]己すれば日己の如し(ゴジック体}士折科，新結合轡，

新品種を示す。但し，E. elongata i:l: Stat. nov.である。括弧内は官官j品'芭わシ ノニューム

である。)。

CHR.OOCOCCACEAE-ANACYSTIS: A. cyanea (KUETZ.) (Palmel.lα cyan削
KUETZ.)， A. incerta (LEYlM.) (PolYCystUl uwe1.tα LEMM.)， A. nidulans (RICHT.) 
.I1]Jhαηoth.ece刊idtua叫sRICHT.)， A. montana (LTGHTf.) (Uωa押wntαηα LIGHTf.)，
f. 1n0削u古ωαη叩α偽， f. minor (WI江LL凶E)(!I]J帥九加臼側悦削0ωωthe附6ωcωes叩α氾M抑t化cωfο~)laα 3 α吋!]L叫Lω臼ω州ti抑ie匂e伺a:f. 1刑押
f. gela叫tiぬo口回sa(HENN礼川.)(11 ρ J九w花削ot仇heωces“4ωα gniぜ!凡α :f. 9伊et的αti仇n同003悶αHENN.l， A. d出imidiatωa 

(KUETZ.) (T?・ochi雪ciadimidiαtαKUETZ.)， .11. Cw/'u.q仇 osα (Z.'¥NARD.)DR. & DAILY A. 
thermalis (MENEG H.) (T1'ochisc旬 thennαtis MENEGH.)， A. limnetica (LEMM.) 
(Ch1'00COCCtω limnetictω LEMM.)， f. major (LAGERH.) (Ch1・oococcω heωet'icusf. 
maj01" L九GER.);MsRISMOPEDIA: M.. t.1'anquiUα(EHRENB.) TREVlS， M. the1・matis
KUETZ.; JOHANNESBAPTISTIA: J. ]Jellucid日(DICKIE)TAYLOR & DR.; COCCO-
C1王LORIS:C. aeruginosa (NAEG.) (Synechococcμs aeγuginosus NAEG.)， C. stαgn'inα 
SP~ENG. ， C. elαbeπs (BREB.) DR. & DAILY， C. Peηiocystお・(KUETZ.)DR. & DAILY; 
GOMPHOSPHAERTA: G. Wichurae (HILSE) (CeotosphCW1・iu悦 W必htω'aeHl日 E)，G. 
1αc'，μstγis CHOD.， G αponinαKUE"rz.; MICROCROCIS: M. gem:inαtα(L'¥GERH.) 
GEITL. C[ーIAMAESIPHONACEAE-ENTOPHYSALIS:E. crustacea (J. AG.) (IVIyγi-
one悦 αω"'LLstCtCeum J. AG.)， E. end9]Jhyticα(HOWE) DR. & DAIL Y， E. confcTla 
(KUETZ.) DR. & DAILY E.γ旬utα1'is(KUETZ.) D:<.， E. pα]Jitlosa (KUETZ.) DR. & DAIL Y， 
E. B1'ebisson必(MENEGH・)DR. & DAILY， E. elongata (WILLE) (Chamαesip九on9γαcitis 
f. etongαω WILLE)， CLASTlDIACEAE心LASTIDIUM: C. seti:;erum KrRCH.; 
STICHOSIPHON: S. sansibar:cus (HIERON，) (ChαηzαeS'I]Jhoηsαns'Iba1・icusHlERON.) 

(梅崎勇一京都大与必ー主幹部水産準童文室)
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